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37 Martin W. Huang, Desire and Fictional Narrative in Late Imperial China. Cambridge, Mass. : Harvard 








































































































































































蘇人民出版社、二〇一〇年）に紹介される、Charles Stone, ”The Ruyijun Zhuan and the Origins of the 
































































































































































































































                                                   


































































































































































































































あろう。）（巻二・二十七葉 b～二十八葉 a） 




























































































































































































































78 小川陽一『明代の遊郭事情 風月機関』一四九頁参照。 
79 小川陽一『明代の遊郭事情 風月機関』十八頁では、この部分を「妓女対客十箇条」に分類する。 



















































































































































































































































































































                                                   





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                                                   
152 酔田堂刊本『三国志演義』李漁の序に「馮夢龍亦有四大奇書之目、曰三国也、水滸也、西遊與金
瓶梅也」とあり、ここから明代後期に馮夢龍は既に四大奇書というものが定められた。「四大奇書」
に関する論述は、浦安迪（Andrew H. Plaks）The Four Masterworks of the Ming Novel.(New Jersey, United 


















                                                   
154 この部分はについて、ハナン(Patric Hanan)氏は 1960 年の博士論文『金瓶梅之著作及其題材来源之
研究』に詳しい論述がある。ハナン氏の博士論文に、“The Text of the Chin Ping Mei“、“Sources of the Chin 


































































































































                                                   











































































































  到此處、男子莖首覺翕然暢美不可言。 
 『如意君伝』 
  男子垂首至其處、覺其翕翕然、暢美不可言。 
 『癡婆子伝』 


























































































































































































































































































































































































































                                                                                                                                                     
足史』（上海文芸出版社、一九九五年、一～十六頁）やドロシー•コウ著、小野和子＋小野啓子訳『纏
足の靴—小さな足の文化史』（平凡社、二〇〇五年、四十四～五十八頁 Dorothy Ko. Every Step a Lotus: 
Shoes for Bound Feet. Berkeley: University of California Press, 2001.”））、劉達臨・胡宏霞著『中国性文化
史』（東方出版中心、二〇〇七年、一五〇頁）などを参照。 
189 出土品について、一九七五年に福建の福州で発掘した南宋黄昇の妻の墓に女性の靴があり、長さ














































                                                   































































































































































































































































































































































































































































                                                   















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                                                   






































































































































































































                                                   
256 孫昌武『仏教與中国文学』（上海人民出版社、一九八八年）二八七頁。 
257 佛典では「神変」という言葉をよく使い、例えば『雑阿含経』巻八に「爾時、世尊作種種神変已、
已於眾中坐、是名神足示現」(T2, no.99, p.50, b17.)とある。ここで「神足示現」は六神通の神足通の内
容であるため、ここでの「神変」は神通力の意味と同じとわかる。 
258 『大乗義章』(T44, no.1851, p.855, a24.)参照。 
259 陳兵『佛教禅学與東方文明』（上海人民出版社、一九九七年）五七四頁。 
























                                                   
























                                                   






T5, no.1509, p. 114, b25.) 






























































































































































































































































































38 頁（19行） 第一章第二節 第一節第二項 
39 頁（3行） 第一章 第一節 
 
第三章 
頁 誤 正 












70 頁（14行） ことのであろう ことであろう 
72 頁（5行） 記述ことで 記述することで 
75 頁（22行） 明代にいて 明代に 
77 頁（19行） 大差があるではない 大差があるのではない 
78 頁（18行） 作りようとして 作ろうとして 
79 頁（10行） 表すこと 表す 









83 頁（6行） 変わってきたにつれて 変わってきたことにつれて 















91 頁（1行） 比較対照することで 比較対照し 
101頁（12行） 性」 「性」 
117頁（11行） 谷徳音を憐れみで 谷徳音を憐れみ 
122頁（17行） 春薬ただ日用品 春薬が日用品 
127頁（10行） その後の艶情小説には その後の艶情小説に 
 
第五章 
頁 誤 正 
129頁（7行） 形成した に到った 
129頁（12行） 「如意君伝」 『如意君伝』 











130頁（20行） 作品である 作品がある 
131頁（16行） 性格を持ち 作品も持ち 
132頁（6行） 艶情小説もあり 艶情小説 
134頁（10行） 主要な版本が明として 主要な版本 
134頁（13行） 本蔵本には 本蔵本では 
139頁（8行） 巻五と巻六が欠け、 巻五と巻六が欠けた 
139頁（20行） 沈氏は柱をついて死んで 沈氏は死に 





143頁（1行） 祈り 祈れば 
143頁（16行） ことはしない ことはしなかった 
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143頁（17行） 翁家ご一家 翁家一家 
146頁（3行） に書いてあり と書いてあり 
146頁（9行） 蘭英であり 蘭英である 
146頁（14行） 不意 不意に 
146頁（18行） 玉卿が 玉卿は 
147頁（8行） 誣告や 誣告で 
147頁（11行） 非雲こと 非雲のこと 
148頁（14行） 性格をまた残っている 性格がまだ残っている 
155頁（2行） 灯草和尚を 灯草和尚が 
156頁（1行） 「四極」は 「四極」とは 
156頁（19行） 注中国 中国 
157頁（19行） 隠す欲望 欲望 
157頁（21行） 女性梵志 女性は梵志 
159頁（12-13行） 『艶情小説』 艶情小説 
160頁（2行） 女召し使 女召し使い 
162頁（8行） 鳥の鯤 鳥の鵬 
163頁（2行） 孫昌武氏は 孫昌武氏には 
168頁（9行） 灯草和尚に 灯草和尚には 
 
結論 
頁 誤 正 
171頁（7行） 元来に 元来、 
171頁（8行） 扱い 扱われ 
171頁（13行） 分水嶺といった時期 分水嶺時期 
171頁（17行） 成熟期が入っており 成熟期に入っており 
172頁（9行） ために、使った ために使った 
172頁（21行） 作品に 作品には 
173頁（3行） 作品は 作品には 
173頁（11行） 及ぼす 及ぼした 
173頁（14行） 物語で 物語では 
174頁（2行） 考え方を艶情小説 考え方は艶情小説 
174頁（17行） それ それが 
175頁（6行） 受容される 受容された 
175頁（17行） さらに神魔小説の性格 神魔小説の性格 
 
